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幸せなクリスマスと新年のご多幸をお祈り申し上げます。

旧年中はひとかたならぬご厚情を賜り 誠にありがとう旧年中はひとかたならぬご厚情を賜り、誠にありがとう
ございました。

本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。

中国の祝日-2024年
一 【元旦】2023年12月30日（土）～2024年1月1日（月）
二 【春節】2月10日（土）～17日（土） ※2月4日（日）、2月18日（日）は振替出勤日
三 【清明節】4月4日（木）～6日（土） ※4月7日（日）は振替出勤日
四 【労働節】5月1日（水）～5日（日） ※4月28日（日）、5月11日（土）は振替出勤日
五 【端午節】6月8日（土）～10日（月）
六 【中秋節】9月15日（日）～17日（火）※9月14日（土）は振替出勤日
七 【国慶節】10月1日（火）～7日（月） ※9月29日（日）、10月12日（土）は振替

出勤日

北京泛華偉業知識産権代理有限公司
2023年12月
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国 務 院 常 務 会 議 は 「 専 利 法
施 行 細 則 （ 改 正 案 ） 」 を 審 議
し て 承 認

1 1 月 8 日 、 国 務 院 新 聞 弁 公 室 は 、 国 務 院 常

務 会 議 が 「 専 利 法 施 行 細 則 （ 改 正 案 ） 」 を 審 議

証 を 不 要 と す る 条 約 」 （ 以 下 、 「 条 約 」 と 略 す ）

に 加 入 し た 。 こ の 「 条 約 」 は 、 2 023 年 11 月 7 日

に中国で発効した。

こ の 「 条 約」 は 、 ハ ー グ国 際 私 法 会議 の 枠 組

み の も と で 最 も 適 用 範 囲 が 広 く 、 締 約 国 の 数

が 最 も 多 い 国 際 条 約 で あ り 公 文 書 の 国 境 を
し て 承 認 し た と 公 布 し た 。 具 体 的 に は 、 こ の 改

正 に は 主 に 5 つ の 面 が 含 ま れ 、 一 つ 目 は 、 出

願 人 及 び イ ノ ベ ー シ ョ ン エ ン テ ィ テ ィ を 便 利 に

するように専利 出願制度を改善 すること、二つ

目 は 、 専 利 審 査 の 質 を 向 上 さ せ る よ う に 専 利

審 査 制 度 を 改 善 す る こ と 、 三 つ 目 は 、 専 利 権

者 の 正 当 な 権 利 を 保 護 す る よ う に 専 利 行 政 保

が 最 も 多 い 国 際 条 約 で あ り 、 公 文 書 の 国 境 を

越 え た 流 通 手 続 き の 簡 素 化 を 目 的 と し て い る 。

11 月 7 日 よ り 、 中 国 が 他 の 締 約 国 に 送 付 し て

使 用 す る 公 文 書 に つ い て は 、 「 条 約 」 に 規 定 さ

れ て い る 追 加 証 明 書 （ ア ポ ス テ ィ ー ユ ） を 申 請

す る だ け で 、 他 の 締 約 国 に 送 付 し て 使 用 す る

こ と が で き る よ う に な り 、 中 国 及 び 中 国 の 締 約
者 の 正 当 な 権 利 を 保 護 す る よ う に 専 利 行 政 保

護を強化 すること、 四つ目 は、専利の 転換、応

用 を 促 進 す る よ う に 専 利 公 共 サ ー ビ ス を 強 化

すること、 五つ目 は、ハーグ協定との 連携を強

化 す る よ う に 、 意 匠 の 国 際 出 願 に 対 す る 特 別

規制を追加することである。

専 利 法 施 行 細 則 は 新 た に 改 正 さ れ た 専 利

き る よ う な り 、 中 国 及 び 中 国 締 約

国 の 大 使 館 ・ 領 事 館 に 領 事 認 証 を 申 請 す る 必

要 はな い 。他 の 締約 国の 公 文書を中 国 本土に

送 付 し て 使 用 す る 場 合 は 、 そ の 国 の 追 加 証 明

書 の 申 請 の み が 必 要 と な り 、 当 該 国 又 は 中 国

の 現 地 大 使 館 ・ 領 事 館 に よ る 領 事 認 証 の 申 請

は 必 要 な く な る 。 中 国 の 追 加 証 明 書 は 銀 色 の
専 利 法 施 行 細 則 は 、 新 た に 改 正 さ れ た 専 利

法 の 効 果 的 な 施 行 を 保 障 し 、 各 項 の 新 た な 制

度の円滑な実行を確保するための重要な補助

行 政 法 規 と し 、 そ の 改 正 は 改 正 さ れ た 専 利 法

に 合 わ せ て 細 分 化 し 、 関 係 制 度 を 改 善 し 、 専

利 制 度 の 一 貫 性 、 安 定 性 を 維 持 し 、 加 入 し て

い る 関 係 国 際 条 約 と 十 分 に 連 携 し 、 国 際 条 約

国章印鑑が貼られたステッカーの形となる。中

国 外 務 省 及 び 各 関 連 現 地 外 務 省 が 発 行 す る

追 加 証 明 書 は オ ン ラ イ ン 検 証 を サ ポ ー ト し て

いる。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 外 務 省

の 義 務 を 積 極 的 に 実 行 し 、 国 際 ル ー ル に 更 に

組み込む。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中 国 で 「 外 国 公 文 書 の 認 証
を 不 要 と す る 条 約 が 1 1 月

世 界 知 的 所 有 権 機 関
（ W I P O ） は 2 0 2 2 年 度 世 界
知 的 財 産 指 標 報 告 書 を 発
表

WIPO が 2 0 23 年 11 月 6 日 に 発 表 し た 世 界 知

的 財 産 指 標 (W IP I ) 年 次 報 告 書 に よ る とを 不 要 と す る 条 約 」 が 1 1 月
7 日 に 発 効

2023年3月8日、中国は「外国公文書の認

的 財 産 指 標 (W IP I ) 年 次 報 告 書 に よ る と 、

2 02 2 年 、 世 界 全 体 の 商 標 と 意 匠 の 出 願 件 数

は 減少し たが、 世界中の イ ノ ベ ーターは 346 万

件の特許を出願し、特許出願件数は3年連続
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の増加となった。

同 報 告 書 に よ れ ば 、 20 22 年 に 特 許 出 願 件 数

が 多 か っ た 国 は 、 中 国 、 米 国 、 日 本 、 韓 国 、 ド

イ ツ の 順 だ っ た 。 中 国 の イ ノ ベ ー タ ー か ら の 特

許 出 願 量 が 引 き 続 き 世 界 全 体 の 特 許 出 願 の

ほ ぼ 半 数 を 占 め て い る が 中 国 の 伸 び 率 は 2

意 匠 が 含 ま れ 、 2021 年と 比べ ると 2 . 1 % の減 少

に 相 当 す る 。 中 国 に 居 住 す る 出 願 人 が

8 41 , 1 6 4 件 の 意 匠 を 出 願 し 、 2 022 年 の 意 匠 件

数 で は 世 界 で 最 も 積 極 的 な 出 願 人 で あ っ た 。

次 い で 、 ト ル コ (8 0 , 5 5 9 件 ) 、 ド イ ツ (7 0 , 3 4 6

件 ) 、 米 国 (67 , 3 4 9 件 ) 、 韓 国 (62 , 0 1 4 件 )
ほ ぼ 半 数 を 占 め て い る が 、 中 国 の 伸 び 率 は 2

年 連 続 で 減 少 し 、 20 21 年 の 6 . 8 % か ら 20 22 年

に は 3 . 1% と な っ た 。 一 方 、 イ ン ド の 居 住 者 に よ

る 特 許 出 願 は 、 2 02 2 年 に 31 . 6 % 増 加 し 、 出 願

件 数 上 位 10 カ 国 の な か で 他 国 に 類 を 見 な い

伸びを11年連続で続けている。

特 許

件 ) 、 米 国 (67 , 3 4 9 件 ) 、 韓 国 (62 , 0 1 4 件 )

の 出 願 人 の 順 と な っ た 。 こ れ ら 上 位 5 カ 国 の 合

計 は 、 20 22 年 に お け る 世 界 の 出 願 量 の 4 分 の

3 (7 5 . 6 % ) を 占 め た 。 主 に 中 国 の 出 願 人 に よ

る 出 願 の 急 増 に 牽 引 さ れ 、 上 位 5 つ の 出 願 国

が 占 め る 割 合 は 、 過 去 10 年 間 で 4 . 6 % 増 加 し て

い る 。 上 位 20 の 出 願 国 の う ち 、 20 22 年 に 意 匠
特 許

2 022 年 に は 、 中 国 居 住 の 出 願 人 が 国 内 と

海 外 の 法 域 を 対 象 に 、 約 158 万 件 の 特 許 出 願

を 提 出 し た 。 次 い で 、 米 国 (5 05 , 5 3 9 件 ) 、 日

本 (40 5 , 3 6 1 件) 、韓国 (272 , 3 1 5件) 、ドイツ

(155 , 8 9 6件) の順となった。

の出願件数が増加したのは5カ国だけ だった。

最も急成長を遂げたのはトルコ (+3 1 . 4 % ) で、

1 年間で世界ランキングを3つ上げた。トルコに

次 い で、 ブ ラ ジ ル (+1 1 . 3 % ) 、 インド (+9 . 5 % ) 、

イタリア (+7 . 1 % ) 、スイス (+3 . 6 % ) が続く。

商 標

2 022 年 に は 、 2 021 年 と 比 べ て 、 そ れ ぞ れ 中

国 (+3 . 1 % ) 、 韓 国 (+1 . 9 % ) 、 米 国 (+ 1 . 1 % )

で 出 願 件 数 が 増 加 し た 。 対 照 的 に 、 ド イ ツ (-

4 . 8 % ) と 日 本 (- 1 . 6 % ) は 2 02 2 年 に 出 願 件 数

が減少している。

2 02 2 年 に は 、 上 位 20 の 出 願 国 の 過 半 数

20 22 年 に 世 界 全 体 で 、 1 , 5 50 万 の 区 分 に 及

ぶ 推 定 1 , 180 万 件 の 商 標 出 願 が 行 わ れ た 。

2 02 2 年 の 出 願 に お い て 指 定 さ れ た 区 分 数 は

1 4 . 5 % 減 少 し 、 2 009 年 以 降 初 め て 、 年 間 の 出

願区分数の減少を記録した。

中 国 に 居 住 す る 出 願 人 に よ る 商 標 出 願 活 動
(2 0 カ 国 の う ち 1 3 カ 国 ) で 、 2 02 1 年 よ り も 特 許

出 願 が 増 加 し た 。 最 も 大 き な 増 加 を 示 し た の

が イ ン ド で 、 2 022 年 の 出 願 件 数 は 3 1 . 6 % 増 加

し て い る 。 ス イ ス (+ 6 . 1 % ) 、 中 国 (+ 3 . 1 % ) 、

オ ー ス ト リ ア (+ 2 . 5 % ) 、 英 国 (+ 2 . 5 % ) も 出 願

件数の堅調な伸びを記録している。

が 最 も 多 く 、 国 内 出 願 と 外 国 出 願 の 区 分 数 の

合 計 は 、 約 7 70 万 件 に 及 ん だ 。 次 い で 、 米 国

(9 45 , 5 7 1 件 ) 、 ト ル コ (4 82 , 5 6 7 件 ) 、 ド イ ツ

(4 79 , 3 3 4件) 、イ ンド (4 67 , 9 1 8件) の出願人

の順となった。

2 02 2 年 に 世 界 全 体 で 商 標 出 願 件 数 が 減 少
意 匠

2 022 年 に 世 界 全 体 で 、 推 定 1 10 万 件 の 意 匠

出願が行われた。この出願には約150万件の

し た 原 因 は 、 上 位 2 0 の 出 願 国 の う ち 1 4 カ 国 か

ら の 出 願 が 減 少 し 、 1 0% を 超 え る 減 少 を 示 し た

国も多かったことだ。国別の出願件数でトップ
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で あ る に も か か わ ず 、 中 国 の 居 住 者 に よ る 出

願 は 、 国 内 外 と も 21% 前 後 縮 小 し た 。 ま た 、 上

位 5 つ の 出 願 国 の う ち 、 ド イ ツ (-14 . 2 % ) と 米

国 (- 8 . 9 % ) か ら の 出 願 も 同 様 に 、 大 き な 減 少

を示した。

情 報 ソ ー ス ： 世 界 知 的 所 有 権 機 関

こ の ガ イ ダ ン ス は 、 意 匠 の 国 際 登 録 出 願 の 概

要 、 国 際 事 務 局 の 審 査 手 続 き に お け る 注 意 事

項、中国 国家知識産権局の審査手続きにおけ

る 注 意 事 項 、 及 び 意 匠 の 国 際 登 録 出 願 の 手

数 料 等 の 面 で 、 意 匠 の 国 際 登 録 出 願 手 続 き 、

審 査 事 項 及 び 手 数 料 等 を 詳 し く 整 理 す る 。
情 報 ソ ス ： 世 界 知 的 所 有 権 機 関

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 『 実
用 新 案 の 保 護 対 象 判 断 ガ
イ ダ ン ス 』 を 公 布

中国 国家 知 識産 権局 は 11 月 3 日 、『 実用 新

ハ ー グ 制 度を 効 率 的 且つ 合 理 的 に 使 用 し て グ

ロ ー バ ル な 製 品 レ イ ア ウ ト を 実 行 す る よ う に イ

ノ ベ ー シ ョ ン エ ン テ ィ テ ィ を 支 援 し 、 工 業 製 品

の 意 匠 設 計 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上 を 促

進することを目的とする。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

案 の 保 護 対 象 判 断 ガ イ ダ ン ス 』 を 公 布 し た 。 こ

の ガ イ ダ ン ス は 、 実 用 新 案 の 保 護 対 象 の 関 連

要 件 及 び 判 断 要 素 、 実 用 新 案 の 保 護 対 象 の

判 断 に よ る 製 品 の よ く あ る 状 況 、 実 用 新 案 の

保 護 対 象 の 判 断 に よ る 形 状 及 び / 又 は 構 造 の

よ く あ る 状 況 、 実 用 新 案 の 保 護 対 象 の 判 断 に

係 る 技 術 案 の よ く あ る 状 況 対 象 判 断 に 係 る

2 0 2 2 年 中 国 国 家 知 識 産 権
サ ー ビ ス 産 業 統 計 デ ー タ

中 国 国 家 知 識 産 権 局 の 統 計 に よ る と 、 2 022

年 末 時 点 で 、 中 国 の 知 的 財 産 サ ー ビ ス 産 業 に

従 事 す る 従 業 員 数 は 約 9 6 9 万 人 で 202 1 年係 る 技 術 案 の よ く あ る 状 況 、 対 象 判 断 に 係 る

実用新案出願及び中間処理の注意事項という

5 つ の 面 で 、 実 用 新 案 の 保 護 対 象 の 関 連 規 定

及 び 例 示 を 詳 し く 整 理 し て い る 。 実 用 新 案 の

保 護 対 象 の 境 界 を 正 確 に 理 解 す る よ う に イ ノ

ベ ー シ ョ ン エ ン テ ィ テ ィ を 導 き 、 実 用 新 案 出 願

書 類 の 作 成 及 び 中 間 処 理 の 品 質 の 向 上 を 促

従 事 す る 従 業 員 数 は 約 9 6 . 9 万 人 で 、 202 1 年

末 比 4 . 4 ％ 増 加 し た 。 知 的 財 産 サ ー ビ ス 機 構

は 約 8 .7 万 社 あ り 、 前 年 比 3 . 9% 増 加 し た 。 こ の

う ち 、 専 利 代 理 機 構 は 4 52 0 社 あ り 、 前 年 比

1 5 . 0 ％ 増 加し 、 商 標代理 機 構 は 7 .1 万 社 あ り 、

前 年 比 1 1 . 2 ％ 増 加 し 、 知 的 財 産 法 律 サ ー ビ ス

に 携 わ る 機 構 は 1 .4 万 社 を 超 え 、 知 的 財 産 運

進し、実用新案制度の発展を促進する。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 『 意
匠 の 国 際 登 録 出 願 に 関 す
る ガ イ ダ ン ス 』 を 公 布

用 サ ー ビ ス に 携 わ る 機 構 は 0 .9 万 社 を 超 え 、

知 的 財 産 情 報 サ ー ビ ス に 携 わ る 機 構 は 1 .5 万

社を 超え、知 的 財産 コ ン サ ル ティン グサ ー ビス

に 携 わ る 機 構 は 2 .2 万 社 を 超 え る 。 デ ー タ に よ

る と 、 全 国に 8 . 7 万 社あ る 知 的 財 産 サ ー ビ ス 機

構 の う ち 、 64 . 5 % が 北 京 ・ 天 津 ・ 河 北 地 域 、 長

江 デ タ 地 域 広 東 香 港 カ オ 大 湾 成る ガ イ ダ ン ス 』 を 公 布

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 1 1 月 3 日 、 『 意 匠 の

国際登録出願に関するガイダンス』を公布した。

江 デ ル タ 地 域 、 広 東 ・ 香 港 ・ マ カ オ 大 湾 区 、 成

都 ・ 重 慶 地 域 等 の 地 域 に 分 布 し て い る 。 専 利

代 理機 構による専 利出願 代理率 は81 . 5％、 前

年比1 . 3％増加し、商標登録代理率は88 . 3 ％
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である。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は
「 2 0 2 2 年 専 利 実 施 許 諾 契

デ

カ ナ ダ 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 ポ ー ラ ン ド 、 IP5 （ 中 国 、

ヨ ー ロ ッ パ 、 日 本 、 韓 国 及 び 米 国 の 特 許 庁 を

指 す ） 、 ス ペ イ ン 、 ポ ル ト ガ ル 、 英 国 、 ア イ ス ラ

ン ド 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 イ ス ラ エ ル 、 ハ ン ガ リ ー 、

チ リ 、 チ ェ コ共 和 国、 エ ジ プ ト 、 ユ ー ラ シ ア 特 許

約 統 計 デ ー タ 」 を 公 布

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 「 202 2 年 専 利 実 施

ラ イ セ ン ス 統 計 デ ー タ 」 を 公 布 し た 。 こ の 統 計

デ ー タ は 、 2 0 22 年 を 通 じ て 中 国 国 家 知 識 産 権

局 に 登 録 さ れ た 専 利 実 施 許 諾 契 約 に 基 づ く も

の で あ り 、 契 約 に 規 定 さ れ て い る 支 払 方 法 、

機 構 、 ア フ リ カ 知 的 財 産 機 関 、 ブ ラ ジ ル 、 マ

レ ー シ ア 、 ア ル ゼ ン チ ン 、 ノ ル ウ ェ ー 、 サ ウ ジ

ア ラ ビ ア 、 フ ラ ン ス の 30 ヶ 国 又 は 地 域 の 特 許

庁 と の 専 利 審 査 ハ イ ウ ェ イ (PPH ) パ イ ロ ッ ト プ

ロジェクトを開始した。

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 2022 年 を 通 じ て 合

取 引 金 額 、 手 数 料 率 等 の 重 要 な 情 報 を 収 集 し

た 。 合 計 778 1 件 の 契 約 が あ り 、 17967 件 の 専

利 に 係 り 、 そ の う ち 、 発 明 、 実 用 新 案 、 意 匠 が

そ れ ぞ れ 49 . 4 % 、 42 . 9 % 、 7 . 7 % を 占 め て お り 、

各 専 利 実 施許 諾 契 約には 平 均2 .3 件 の 専 利が

含 ま れ て い る 。 ラ イ セ ン ス 料 の 支 払 方 法 別 に

み る と 定 額 又 は 転 換 可 能 な 金 額 で 支 払 わ れ

計 51 67 件 の PPH 申 請 を 受 け 入 れ た 。 そ の う ち 、

出 願 人 が 日 本 特 許 庁 の 業 務 成 果 を 利 用 し た

件 数 は 1323 件 、 米 国 特 許 商 標 庁 の 業 務 成 果

を 利 用 し た 件 数 が 2 451 件 、 欧 州 特 許 庁 の 業

務 成 果 を 利 用 し た 件 数 が 85 7 件 、 韓 国 特 許 庁

の業務成果を利用した件数が275件、ドイツ特

許商 標庁の業務成果を利用した件数が6 8 件み る と 、 定 額 又 は 転 換 可 能 な 金 額 で 支 払 わ れ

た ラ イ セ ン ス 契 約 は 合 計 4 53 1 件 で 5 8 . 2 % を 占

め 、 契 約 金 額 は 1 45 . 5 億 元 で あ り 、 1 件 の 契 約

の 平 均金 額は 32 1 . 0 万元であ り 、平 均ライ セ ン

ス 期 間 は 3 .6 年 で あ り 、 売 上 の 一 定 割 合 で 支

払 わ れ た ラ イ セ ン ス 契 約 は 合 計 334 件 で 4 . 3 %

を 占 め 、 契 約 の 平 均 ラ イ セ ン ス 期 間 は 6 .3 年 で

許商 標庁の業務成果を利用した件数が6 8 件、

英 国 知 的 財 産 庁 の 業 務 成 果 を 利 用 し た 件 数

が44件である。

発 明 専 利 出 願 が 中 国 国 家 知 識 産 権 局 に

PPH 申 請 を 提 出 し て か ら 、 最 初 の 審 査 意 見 が

発行されるまでには、平均1 .2 1ヶ月かかり、 権

利 付 与 又 は 棄 却 の 完 了 ま で に は 平 均 8 76 ヶ
あ り 、 無 償 支 払 い の ラ イ セ ン ス 契 約 は 合 計

2916件で37 . 5％を占めた。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中 国 国 家 知 識 産 権 局 の
P P H 申 請 デ ー タ 統 計

利 付 与 又 は 棄 却 の 完 了 ま で に は 、 平 均 8 . 76 ヶ

月 か か り 、 平 均 1 . 19 回 の 審 査 意 見 通 知 書 が

発行される。

各 国 の 特 許 庁 が 提 供 す る PPH デ ー タ 統 計 に

よ る と 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 の 業 務 成 果 を 利

用して合 計3005件 のPPH申 請が 提出さ れた 。

そ の う ち 2 0 35 件 の PPH 申 請 が 米 国 特 許 商P P H 申 請 デ タ 統 計

2022年 12月の 時点で、中国国家 知識産 権

局 は 日 本 、 ド イ ツ 、 韓 国 、 米 国 、 ロ シ ア 、 デ ン

マーク、フィンランド、オーストリア、メキシコ、
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そ の う ち 、 2 0 35 件 の PPH 申 請 が 米 国 特 許 商

標 庁 に 提 出 さ れ 、 30 3 件 が 日 本 特 許 庁 に 提 出

さ れ 、 230 件 が 欧 州 特 許 庁 に 提 出 さ れ 、 1 79 件

が韓国特許庁に提出された。

情 報 ソ ー ス ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局 / 日 本 特 許 庁 サ イ ト



2 0 2 3 年 1 2 月 | 季 刊 サービスソリューション

中 国 の 実 用 新 案 専 利 制 度
の 紹 介 と 最 新 規 制 の 解 釈

弁 護 士 ・ 弁 理 士 許 峰

実 用 新 案 専 利 は 、 中 国 に 存 在 す る 3 つ の 専

利 タ イ プ の 1 つ で あ り 、 発 明 専 利 、 意 匠 専 利 と

構 造 、 自 然 法 則 を 利 用 し た 技 術 案 と い う 基 本

的 要 件 に 適 合 し て い る か ど う か を 判 断 す る 必

要 が あ る 。 一 般 的 に は 、 明 確 な 空 間 形 状 を 有

す る 有 形 製 品 は 、 上 記 の 基 本 的 要 件 を 満 た す

こ と が で き る 。 難 点 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 改 良 と 、

ソ フ ト ウ ェ ア 、 ア ル ゴ リ ズ ム 又 は 人 工 知 能 の 両利 タ イ プ の 1 つ で あ り 、 発 明 専 利 、 意 匠 専 利 と

と も に 、 広 範 な イ ノ ベ ー シ ョ ン エ ン テ ィ テ ィ に イ

ノ ベ ー シ ョ ン 成 果 を 保 護 す る た め の 効 果 的 な

ル ー ト を 提 供 し て い る 。 出 願 者 が 実 用 新 案 専

利 の 保 護 対 象 の 境 界 を 正 確 に 理 解 す る よ う に

導 き 、 実 用 新 案 専 利 出 願 書 類 の 作 成 及 び 中

間 処 理 の 質 を 向 上 さ せ る よ う に 促 進 す る た め

ソ フ ト ウ ェ ア 、 ア ル ゴ リ ズ ム 又 は 人 工 知 能 の 両

方 を 含 む イ ン テ リ ジ ェ ン ト ハ ー ド ウ ェ ア 製 品 に

あ る 。 こ の 点 に つ い て 、 「 ガ イ ダ ン ス 」 で は 、 従

来 技 術 の 改 良 が ハ ー ド ウ ェ ア 部 分 に あ り 、 且

つその改良に係るコンピュータプログラムが既

知 で ある 場合 には 、実用 新 案専 利の 保 護対 象

に 属 す る と 考 え ら れ る と 指 摘 さ れ る 。 同 時 に 、

に 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 、 20 23 年 11 月 3 日 、

「 実 用 新 案 専 利 の 保 護 対 象 判 断 ガ イ ダ ン ス 」

（以下「ガイダンス」と略す）を公布した。

中 国 の 実用 新 案 に は 迅 速 な 権 利 付 与 、 経 済

的 な 出 願 手 数 料 、 低 い 特 許 性 要 件 と い う 利 点

が あ る と い う こ と を 考 慮 す る と 、 特 に 製 品 ラ イ

「 ガ イ ダ ン ス 」 で は 、 有 線 接 続 又 は 無 線 接 続 を

採 用 す る 回 路 構 造 も 線 路 構 造 と み な し 、 保 護

対象の要件を満たすことも明確にしている。

審 査 の 面で 、 中 国 の 実 用 新 案 は 方 式 審 査 に

合 格 す る だ け で 専 利 権 が 付 与 さ れ る 。 方 式 審

査 の 段 階 で は 、 審 査 官 は 通 常 、 明 ら か な 新 規

フ サ イ ク ル が 短 く 、 段 階 的 な 革 新 が 主 な 焦 点

で あ る 分 野 で は 、 そ の 専 利 価 値 は 実 体 審 査 が

必 要 な 発 明 の 専 利 価 値 と 比 べ て 著 し く 低 い も

の で は な く 、 競 合 他 社 や 模 倣 品 と 迅 速 に 戦 う

た め の 強 力 な 武 器 と な る の に 、 米 国 と 欧 州 の

出 願 者 や 専 門 家 は 、 中 国 の 実 用 新 案 専 利 の

保 護 対 象 又 は 保 護 テ ー マ に あ ま り 精 通 し て い

性 の 欠 如 を 含 む が こ れ に 限 定 さ れ な い 、 明 ら

か な 実 質 的 な 欠 陥 の み を 指 摘 す る 。 一 方 、 方

式 審 査 の 段 階 で は 通 常 、 出 願 の 進 歩 性 は 審

査 さ れ ず 、そ の 後 の 専 利 無 効 審 判 の 段 階 で 審

査 さ れ る 。 そ の た め 、 通 常 、 実 用 新 案 の 方 式

審 査 は 6 ～ 8 ヵ 月 以 内 に 完 了 す る こ と が で き る 。

出 願 に 明 ら か な 欠 陥 が あ る 場 合 に の み 審 査保 護 対 象 又 は 保 護 テ マ に あ ま り 精 通 し て い

な い 。 そ の た め 、 本 文 で は 、 中 国 の 実 用 新 案

専 利 制 度 を 実 用 新 案 専 利 出 願 書 類 の 作 成 、

審 査 、 無 効 、 運 用 と い う 4 つ の 面 か ら 紹 介 し 、

「 ガ イ ダ ン ス 」 で 提 起 さ れ た 具 体 的 な 内 容 を 解

釈し、欧米のイノベーションエンティティへの実

践的なアドバイスを提供する。

出 願 に 明 ら か な 欠 陥 が あ る 場 合 に の み 、 審 査

官 は 審 査 意 見 通 知 書 を 発 行 す る 。 そ れ に も か

か わ ら ず 、 実 用 新 案 の 平 均 出 願 期 間 は 通 常 1

年 未 満 で あ る 。 「 ガ イ ダ ン ス 」 で は 、 方 式 審 査

の 段 階 で は 、 保 護 対 象 に 関 す る 意 見 が 寄 せ ら

れた場合には、理由を明示したり補正したりす

る こ と で 意 見 を 克 服 す る こ と も 考 え ら れ る と も

出願 書類の 作 成の 面で、 実用 新案 専利 の場

合 、 ま ず 保 護 を 意 図 す る テ ー マ が 専 利 法 第 2

条第3項の規定、即ち製品の形状及び/又は
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専利 無効審 判 の面で、 中国 国家知 識産 権局

は、実用新案専利の進歩性を評価するために
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結 合 で き る 先 行 技 術 文 献 の 数 に 比較 的 厳 し い

制 限 を 設 け て い る た め 、 た と え 発 明 の 高 度 が

比 較 的 低 く て も 、 実 用 新 案 専 利 の 全 部 の 請 求

項が無効になる割合は発明専利とほぼ同様で

あ る 。 当 事 務 所 で は 、 実 用 新 案 専 利 の 無 効 審

判 事 件 も 多 数 取 り 扱 っ た 。 私 た ち の 経 験 に よ

れ ら の 「 不 適 合 の 」 実 用 新 案 専 利 を 必 要 に 応

じ て 無 効 に す る こ と で リ ス ク を 回 避 ま た は 排 除

できる。

著 者 プ ロ フ ィ ー ル ：

許 峰 氏 は 2 0 0 6 年 に 華 中 科 技 大 学 の 熱 エ ネ ル ギ ー と判 事 件 も 多 数 取 り 扱 っ た 。 私 た ち の 経 験 に よ

れ ば 、 保 護 対 象 の 問 題 で 無 効 さ れた 実 用 新 案

専 利 の 割 合 は 低 い 。 更 に 、 保 護 対 象 の 問 題 が

無 効 理 由 と し て 成 立 す る か ど う か の 鍵 は 、 技

術 案 の 発 明 点 に あ る と 感 じ て い る 。 技 術 案 の

発 明 点 が 製 品 の 形 状 と 構 造 で あ る 場 合 、 そ の

技 術 案 に 既 知 の 方 法 、 操 作 手 順 又 は 材 料 が

動 力 工 学 専 攻 を 卒 業 し 、 工 学 学 士 の 学 位 を 取 得 し 、

2 0 0 8 年 に 華 中 科 学 技 術 大 学 の 動 力 机 械 と 工 学 専 攻 を

卒 業 し 、 工 学 修 士 の 学 位 を 取 得 し 、 2 0 0 8 ～ 2 0 1 5 年 に 国

家 知 識 産 権 局 特 許 審 査 協 力 セ ン タ ー で 特 許 審 査 官 を 務

め て い た 。 許 峰 氏 は 2 0 1 7 年 か ら 当 所 に 加 入 し 、 主 に 機

械 分 野 の 特 許 出 願 書 類 の 作 成 、 審 査 意 見 通 知 書 へ の

回 答 な ど の 中 間 手 続 拒 絶 復 審 特 許 無 効 特 許 侵 害含 ま れ が 、 そ の 既 知 の 方 法 、 操 作 手 順 又 は 材

料 は 製 品 の ハ ー ド ウ ェ ア 又 は 形 態 の 更 な る 説

明 の み と み な さ れ る と 、 実 用 新 案 の 保 護 対 象

要 件 を 満 た す と 考 え ら れ る 。 技 術 案 の 発 明 点

に 、 方 法 （ ソ フ ト ウ ェ ア ア ル ゴ リ ズ ム 、 プ ロ セ ス

フ ロ ー 等 ） 又 は 材 料 が 含 ま れ て い る 場 合 、 実

用 新 案 の 保 護 対 象 要 件 を 満 た し て い な い と 考

回 答 な ど の 中 間 手 続 、 拒 絶 復 審 、 特 許 無 効 、 特 許 侵 害

分 析 、 特 許 有 効 性 分 析 、 検 索 や コ ン サ ル テ ィ ン グ な ど を

担 当 し て い る 。

『 生 成 型 人 工 知 能 サ ー ビ ス
管 理 暫 定 弁 法 』 の 解 釈 及 び
分 析

用 新 案 の 保 護 対 象 要 件 を 満 た し て い な い と 考

えられる。

権 利 行 使 の 面 で 、 当 所 で は 欧 米 の 依 頼 人 の

パ テ ン ト ク リ ア ラ ン ス 調 査 (Pa t e n t c l e a r a n ce

a s s e s smen t o r FT O )を支援する場合に数多

く の 実 用 新 案 専 利 に 遭 遇 す る ほ か に 、 実 用 新

案 専 利を活用して 電子商 取 引 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

分 析

パ ー ト ナ ー 弁 理 士 王 勇

2 020 年 5 月 、 Ope nA I は GPT-3 モ デ ル の

ベ ー タ 版 が リ リ ー ス さ れ 、 20 22 年 6 月 、

Cha tGPT-3 . 5 が 正 式 に リ リ ー ス さ れ た 後 、 生

成 型 人 工 知 能 は 急 速 に 広 く 注 目 を 集 め 、 人 工案 専 利を活用して 電子商 取 引 プ ラ ッ ト フ ォ ム

で 模 倣 品 に 対 す る 侵 害 の ク レ ー ム 処 理 を す る

ケ ー ス が 多 い 。 他 人 の 実 用 新 案 専 利 に 対 し て

侵 害 リ ス ク 評 価 を 実 施 す る 場 合 で も 、 自 身 の

実用新案専利権を行使する場合でも、「ガイダ

ン ス 」 に 基 づ き 、 関 係 実 用 新 案 専 利 が 保 護 対

象の要件を満たしているかどうか について、迅

成 型 人 知 能 は 急 速 に 広 く 注 目 を 集 め 、 人

知能の専門分野から街中の人々に議論される

話 題 に な っ た 。 2023 年 7 月 13 日 、 中 国 国 家 イ

ンターネット情報弁公室（以下、「国家網信辦」

と 略 す ） と 他 の 七 つ の 部 門 に よ り 共 同 で 『 生 成

型 人 工 知 能 サ ー ビ ス 管 理 暫 定 弁 法 』 （ 以 下 、

『暫定弁法』と略す）を公布した。

速 に 初 歩 的 な 分 析 を 実 施 し 、 そ の 専 利 の 安 定

性 を 判 断 で き る 。 そ れ に よ り 、 よ り 的 を 絞 っ た

分析と権利行使戦略を策定すると同時に、こ
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本 文 は 、 『 暫 定 弁 法 』 の 策 定 背 景 、 主 な 内 容 、

人 工 知 能 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト 業 界 へ の 潜 在 的

な影響を検討し、生成型人工知能の分野で
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の 実 務 者 に 一 定 の 参 考 と 提 案 を 提 供 す る よ う

に 、 こ の 『 暫 定 弁 法 』 を 簡 単 に 解 釈 、 分 析 す る 。

1 ．暫定弁法の公布背景

深 層 学 習 に 基 づ く 大 規 模 事 前 学 習 モ デ ル

(GPT ) な ど の 生 成 型 人 工 知 能 （ 生 成 AI 技 術 、

こ の 『 暫 定 弁 法 』 は 、 生 成 型 人 工 知 能 に 関 す

る 中 国 の 重 要 な 法 律 で あ り 、 『 イ ン タ ー ネ ッ ト

情 報 サ ー ビ ス の ア ル ゴ リ ズ ム 推 奨 管 理 規 定 』

（ 以 下 『 ア ル ゴ リ ズ ム 規 定 』 と 略 す ） 及 び 『 イ ン

タ ー ネ ッ ト 情 報 サ ー ビ ス 高 度 合 成 管 理 規 定 』

（ 以 下 『 高 度 合 成 規 定 』 と 略 す ） と 、 人 工 知 能
G A I 技 術 と も 呼 ば れ る ） は 、 大 き な 進 歩 を 遂 げ

ている。自然言語のテキスト、画像及び音声を

生 成で き る こ れ ら の モデ ル は 、 テキ ス ト 要約か

ら ク リ エ イ テ ィ ブ な 執 筆 ま で 、 芸 術 的 創 造 か ら

自 動 化 さ れ た 顧 客 サ ー ビ ス ま で を 提 供 し 、 無

限 の 可 能 性 を 有 す る 。 し か し 、 こ の 技 術 の 広

範 な 応 用 は コ ン テ ン ツ 生 成 に お け る 道 徳 的

（ 以 下 『 高 度 合 成 規 定 』 と 略 す ） と 、 人 工 知 能

及 び ア ル ゴ リ ズ ム の 分 野 に お け る 重 要 な 管 理

監督規定を構成する。

2 . 『 暫定弁法』の主要内容

①適用範囲

当 該 暫 定 弁 法 は 、 自 然 言 語 生 成 、 画 像 生
範 な 応 用 は 、 コ ン テ ン ツ 生 成 に お け る 道 徳 的

問 題 、 知 的 財 産 紛 争 、 虚 偽 情 報 の 流 布 、 プ ラ

イ バ シ ー の 問 題 な ど 、 一 連 の 法 的 及 び 倫 理 的

問 題 も 引 き 起 こ し て お り 、 広 く 懸 念 を 引 き 起 こ

し て い る 。 20 23 年 4 月 11 日 、 国 家 網 信 辦 は 、

生成型『人工知能サービス管理弁法』（意見募

集 稿 ） を 公 布 し て か ら 、 7 月 1 3 日 に 正 式 に 公 布 、

成 、 テ キ ス ト 要 約 及 び 国 境 を 越 え た サ ー ビ ス

に 関 す る 状 況 な ど 、 生 成 型 AI サ ー ビ ス の 複 数

の 面 に 適 用 さ れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。

こ の 法 規 は 、 生 成 型 AI サ ー ビ ス の 複 数 の 応 用

分 野 、 即 ち ニ ュ ー ス メ デ ィ ア か ら 広 告 ま で 、 ヘ

ル ス ケ ア か ら ク リ エ イ テ ィ ブ 産 業 ま で 、 及 び 将

来 に 可 能 性 の あ る そ の 他 の 分 野 を カ バ す る
施 行 す る ま で 、 わ ず か 3 ヶ 月 し か か か ら な か っ

た こ と か ら 、 中 国 政 府 の 生 成 型 人 工 知 能 技 術

に 対 す る 重 視 を 十 分 に 反 映 し て い る 。 同 時 に 、

特 定 の 技 術 的 手 法 で あ っ て 発 展 し つ つ あ る 人

工 知 能 の 応 用 を 規 制 す る た め の 専 用 の 部 門

法 規 を 設 け て い る こ と は 世 界 で も 稀 で あ り 、 中

政 府 知 能 波 を

来 に 可 能 性 の あ る そ の 他 の 分 野 を カ バ ー す る

ことを目的とする。

こ の 『 暫 定 弁 法 』 は 、 生 成 型 人 工 知 能 技 術

を 利 用 し 、 中 華 人 民 共 和 国 の 国 内 公 衆 に 、 テ

キスト、画像 、オーディ オ 、ビデオなどのコンテ

ン ツ の 生 成 を 提 供 す る サ ー ビ ス は 、 本 弁 法 が

適 用 され ると 規 定して い る 同 時に 意 見 募集国 政 府 は 、 こ の 人 工 知 能 の 発 展 の 波 を 利 用 し 、

受 動 的 で は な く 積 極 的 に 業 界 の 発 展 を 導 き 、

生 成 型 人 工 知 能 技 術 の 発 展 を 促 進 し な が ら 、

『 『 中 華 人 民 共 和 国 イ ン タ ー ネ ッ ト 安 全 法 』 、

『 中 華 人 民 共 和 国 デ ー タ 安 全 法 』 、 『 中 華 人 民

共 和 国 個 人 情 報 保 護 法 』 、 『 中 華 人 民 共 和 国

科学技術進歩法』 及びその他の関連規制の要

適 用 され ると 規 定して い る 。 同 時に 、意 見 募集

稿 の 表 現 と は 異 な り 、 国 内 公 衆 に 提 供 さ れ な

い 生 成 型 人 工 知 能 技 術 の 研 究 開 発 ・ 応 用 は 、

適 用 範 囲 か ら 除 外 さ れ る こ と も 明 ら か で あ る 。

従って、生成型人工知能技術が内部の研究開

発 又 は 応 用 の み に 使 用 さ れ る 場 合 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト 安 全 、デ ー タ 安 全 、 個 人 情 報保 護 な ど の科学技術進歩法』 及びその他の関連規制の要

求 を 着 実 に 実 行 す る こ と が で き る よ う に 、 生 成

型人工知能サービスの基本仕様を策定する考

えである。
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関 連 法 規を遵 守 す る ことを前 提とし、 モ デ ル の

訓 練 フ ェ ー ズ 及 び サ ー ビ ス 提 供 者 の 内 部 業 務

におけるコンプライアンスの負担を適切に軽
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減 し 、 生成型 人 工 知 能の イ ノ ベ ー シ ョ ンを 奨励

するという中国政府の価値観を具体化する。

②サービス提供者の義務

生 成 型 人 工 知 能 の ラ イ フ サ イ ク ル は 、 モ デ

ル 訓 練 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 運 用 、 モ デ ル 最 適

用して規制することができる。

同 時 に 、 こ の 『 暫 定 弁 法 』 は 部 門 法 規 で あ る

ため、そのうちの内容の一部、即ち法令、行政

規 制 の 遵 守 、 社 会 道 徳 、 倫 理 道 徳 を 尊 重 す る

義 務な ど は、 既にその上 位法 令又は 他の 関係

部 門 法 規 に 規 定 さ れ て お り ザ の 個 人
化 の 三 つ の 段 階 に 大 別 で き る 。 こ れ ら の 段 階

に 関 す る エ ン テ ィ テ ィ に は 、 デ ー タ 収 集 者 、

デ ー タ 提 供 者 、 モ デ ル 開 発 者 、 サ ー ビ ス 提 供

者及びサービス使用者が含まれる可能性があ

る 。 実 践 中 、 デ ー タ 収 集 者 、 デ ー タ 提 供 者 、 モ

デ ル 開 発 者 、 サ ー ビ ス 提 供 者 は 同 じ エ ン テ ィ

テ ィで ある場 合もあるが 相互に連 携 する異な

部 門 法 規 に 規 定 さ れ て お り 、 ユ ー ザ ー の 個 人

デ ー タ 及 び プ ラ イ ベ ー ト デ ー タ の 収 集 、 使 用 及

び 保 護 、 デ ー タ 安 全 、 他 の 人 の 知 的 財 産 権 の

保 護 な ど は 、 『 中 華 人 民 共 和 国 イ ン タ ー ネ ッ ト

安 全法』 、『イ ンタ ーネット情 報サ ービスの ア ル

ゴ リ ズ ム 推 奨 管 理 規 定 』 『 イ ン タ ー ネ ッ ト 情 報

サ ー ビ ス 高 度 合 成 管 理 規 定 』 な ど の 法 規 に お
テ ィで ある場 合もあるが 、相互に連 携 する異な

るエンティティである場合もある。

し か し 、 お そ ら く 立 法 上 の 便 宜 の た め 、 『 暫

定 弁 法 』 で は 、 生 成 型 人 工 知 能 サ ー ビ ス 提 供

者 （ 「 提 供 者 」 と 略 す ） と 生 成 型 人 工 知 能 サ ー

ビ ス 使 用 者 （ 「 使 用 者 」 と 略 す ） の 2 種 類 の エ ン

テ ィ テ ィ の み 規 定 し 提 供 者 の 範 囲 を 即 ち 生

サ 高 度 合 成 管 理 規 定 』 な 法 規 お

いて、同一又は相当する内容がある。

こ の 『 暫定 弁 法 』 は 、コ ン テ ン ツ 管 理 の 面で

は 、 提 供 者 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 コ ン テ ン ツ の

制 作 者 と し て ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 安 全 義 務 を 負 う

べ き 、 個 人 情 報 に 関 す る 場 合 に 、 提 供 者 は 、

法 律 に 基 づ い て 個 人 情 報 処 理 者 と し て の 責 任
テ ィ テ ィ の み 規 定 し 、 提 供 者 の 範 囲 を 、 即 ち 生

成 型 人 工 知 能 技 術 を 利 用 し て 生 成 型 人 工 知

能 サ ー ビ ス （ プ ロ グ ラ マ ブ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス

の提供等による生成型人工知能サービスの提

供 を含む） を提 供 す る 組 織 、 個人であ ると 明確

に し て い る 。 な お 、 『 高 度 合 成 規 定 』 に よ る 高

度 合 成 技 術 の 支 援 者 、 サ ー ビ ス 提 供 者 、 使 用

も 負 い 、 個 人 情 報 保 護 義 務 を 果 た す こ と を 明

確にしている。訓練データの面では、訓練デー

タ の 信 頼 性 、 正 確 性 、 客 観 性 、 多 様 性 を 高 め

る よ う に 、 提 供 者 は 、 合 法 的 に 処 理 し 、 品 質 要

求 を 満 た し 、 コ ン テ ン ツ の 識 別 と ア ル ゴ リ ズ ム

の 修 正 及 び 報 告 を 行 う 義 務 を 負 う 。 使 用 者 と

権 び 義 務 係 提 供 者
者 と い う 三 分 法 、 こ の 『 暫 定 弁 法 』 は 、 主 に 生

成 型 人 工 知 能 の 特 性 に 着 目 し 、 外 部 へ サ ー ビ

ス を 提 供 す る 提 供 者 の 行 為 を め ぐ っ て 仕 様 を

確 立 し 、 責 任 設 定 の 面 で は 一 定 の 減 縮 を し 、

生 成 型 人 工 知 能 サ ー ビ ス の 発 展 を よ り サ ポ ー

ト す る 。 デ ー タ 提 供 者 、 モ デ ル 開 発 者 、 サ ー ビ

提 供 者 な ど の テ テ 間 に 存 在 す る 可

の 権 利 及 び 義 務 の 関 係 に お い て 、 提 供 者 は 、

使 用 者 が 生 成 型 人 工 知 能 サ ー ビ ス を 効 果 的

に 使 用 で き る よ う に 、 サ ー ビ ス 契 約 を 作 成 し 、

合 理 的 使 用 と 依 存 症 防 止 メ カ ニ ズ ム 、 サ ー ビ

ス の 安 定 性 を 確 立 す る 義 務 、 及 び ク レ ー ム 通

報 処 理 機 構 を 確 立 す る 義 務 を 負 う 。 そ の 他 、

提 供 者 は 、 安 全 評 価 、 ア ル ゴ リ ズ ム の 届 出 、
ス 提 供 者 な ど の エ ン テ ィ テ ィ 間 に 存 在 す る 可

能 性 の あ る 権 利 義 務 関 係 に つ い て は 、 将 来 の

法規に任せ、又は相互の契約上の義務を利
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提 供 者 は 、 安 全 評 価 、 ア ル ゴ リ ズ ム の 届 出 、

ア ル ゴ リ ズム の 開 示 な ど の 管 理 監 督 上 の 義 務

も負う。



2 0 2 3 年 1 2 月 | 季 刊 サービスソリューション

注 目 す べ き 点 は 、 当 該 『 暫 定 弁 法 』 に よ れ

ば 、 中 華 人 民 共 和 国 の 国 外 か ら 国 内 へ の 生

成 型 人 工 知 能 サ ー ビ ス の 提 供 が 法 律 及 び 行

政 規 制 に 違 反 す る 場 合 、 国 家 網 信 部 門 は 、 関

係 機 関 に 技 術 的 措 置 及 び そ の 他 の 必 要 な 措

置 を 講 じ る よ う に 通 知 す る こ と が で き る 。 従 っ

に 迅 速 に 対 処 す る よ う に 、 関 係 部 門 の 法 執 行

官 に 比 較 的 広 く て 柔 軟 な 執 行 余 地 が 与 え て い

る 。 し か し 、 こ の よ う な 処 罰 に は 明 確 な 法 的 根

拠 が 欠 如 し て お り 、 関 係 部 門 の 法 執 行 官 が 強

力 的 又 は 恣 意 的 な 解 釈権 限 を持 って い る 可 能

性 が あ る た め 、 実 務 者 に そ の 行 動 予 測 に 対 す置 を 講 じ る よ う に 通 知 す る こ と が で き る 。 従 っ

て、中国の国外から国内への生成型人工知能

サ ー ビ ス の 提 供 を 法 規 は 禁 止 す る も の で は な

い が 、 こ の よ う な サ ー ビ ス が 中 国 の 法 規 に 違

反 す る場合、 中国 政府は 、 この よ う なサ ー ビス

の 提 供 を 阻 止 す る よ う に 必 要 な 措 置 を 講 じ る

こ と が で き る 。 こ れ は 、 こ の 暫 定 弁 法 が 国 外 の

性 が あ る た め 、 実 務 者 に そ の 行 動 予 測 に 対 す

る 不 確 実 性 を も た ら す 可 能 性 が あ る 。 同 時 に 、

こ の 比 較的広くて 柔軟な規 定は 、こ の 『暫 定弁

法 』 に 限 っ た も の で は な く 、 『 イ ン タ ー ネ ッ ト 情

報 サ ー ビ ス ア ル ゴ リ ズ ム 推 奨 管 理 規 定 』 に お

い て も 類 似 の 規 定 が あ り 、 実 務 者 に と っ て 注

目に値する。

サ ー ビ ス 提 供 者 に 対 し て 一 定 の 規 制 作 用 を 有

することも意味する。

③処罰措置

『 暫 定 弁 法 』 は 、 法 規 の効 果 的 な 実 施 を 確 保

す る よ う に 、 違 法 行 為 に 対 す る 罰 則 を 規 定 し

て い る 。 処 罰 は 、 主 に 『 中 華 人 民 共 和 国 イ ン

3 . 『 暫定弁法』に よる影響及び展望

『 暫 定 弁 法 』 は 、 生 成 型 人 工 知 能 技 術 の 参

加 者 に 対して 多く の 義務 が 規 定 され て お り 、 モ

デ ル 開 発 者 、 デ ー タ 提 供 者 だ け で な く 、 モ デ ル

を 利 用 し て サ ー ビ ス を 提 供 す る 提 供 者 及 び 最

終 使 用 者 で あ る ユ ー ザ ー に も 関 す る 。 提 供 者民

タ ー ネ ッ ト 安 全 法 』 、 『 中 華 人 民 共 和 国 デ ー タ

安 全法』 、『中 華人民 共和 国個人 情報 保護法』、

『 中 華 人 民 共 和 国 科 学 技 術 進 歩 法 』 な ど の 法

律 及 び 行 政 規 制 に 基 づ い て 行 わ れ る 。 こ れ ら

の 処 罰 に は 、 警 告 又 は 罰 金 、 関 連 す る ラ イ セ

ン ス 又 は の 停 止 又 は 取 り 消 し 、 刑 事 責 任 な ど

が 含 ま れ 注 意 す き 点 法 律

は 、 使 用 者が 生 成 型 人 工 知 能 サ ー ビ ス を 利用

して違法行為に従事 することを見出した 場合、

警 告 、 機 能 の 制 限 、 使 用 者 へ の サ ー ビ ス の 提

供の一時停止又は終了などの処分措置を講じ

る 以 外 、 関 係 管 轄 当 局 へ の 通 報 も 要 求 さ れ る

と と も に 、 使 用 者 は 生 成 型 人 工 知 能 サ ー ビ ス

が 法 律 政 規 制 び 『 暫 定 弁 法 』 規が 含 ま れ る 。 し か し 、 注 意 す べ き 点 は 、 法 律 、

行 政 規 制 に 規 定 し な か っ た 場 合 で も 、 関 係 管

轄 当 局 は 、 依 然 と し て 職 務 に よ り 、 こ の 『 暫 定

弁 法』 の規定 に違 反した 者 に対し、 警告 、批判

の 通 知 、 期 限 内 の 修 正 命 令 を 与 え る こ と が で

き 、 修 正 を 拒 否 す る か 、 状 況 が 深 刻 で あ る 場

合 、 関 連 す る サ ー ビ ス の 提 供 の 停 止 を 命 じ る

が 法 律 、 行 政 規 制 及 び こ の 『 暫 定 弁 法 』 の 規

定 に 違 反 す る こ と を 見 出 し た 場 合 、 関 係 管 轄

当 局 に 苦 情 を 申 し 立 て 、 上 流 の モ デ ル 開 発 者

又 は サ ー ビ ス 提 供 者 を 通 報 す る 権 利 を 有 す る

こ と も 要 求 さ れ る 。 こ の よ う な 相 互 監 視 抑 制 の

関 係 に よ り 、 生 成 型 人 工 知 能 技 術 の 提 供 者 は 、

技 術 の 道 徳 性 及 び 合 法 性 を 確 保 す る よ う に 、合 、 関 連 す る サ ビ ス の 提 供 の 停 止 を 命 じ る

こ と が で き る 。 こ の 規 定 は 、 お そ ら く 技 術 の 進

歩 ペ ー ス が 速 く 、 立 法 の ス ピ ー ド が 相 対 的 に

遅れていることが考えられ、新たな違反行為
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技 術 の 道 徳 性 及 び 合 法 性 を 確 保 す る よ う に 、

倫理及び法規の遵守に更に注意を払う必要が

あ る 。 し か し 、 生 成 型 人 工 知 能 の サ ー ビ ス 提

供者が公衆にサービスを提供する場合、ユー
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ザ ー が そ の 技 術 を 悪 用 し 又 は 誤 用 し て 生 成 さ

れ た コ ン テ ン ツ が 規 制 違 反 を 引 き 起 こ し て 処

罰されることを防ぐために、ユーザーの使用行

為 を 制 限 した り 、 コ ン テ ン ツ の 生 成 を 技 術 的 手

段 に よ っ て 制 限 し た り 、 生 成 さ れ た コ ン テ ン ツ

を 手 動 又 は 技 術 的 手 段 で 監 視 又 は フ ィ ル タ リ

な く 、 ア ルゴリ ズ ム の 届 出 手 続 き も 履 行 す る 必

要 が あ る 。 中 国 国 内 に 生 成 型 人 工 知 能 技 術

サ ー ビ ス を 提 供 す る す べ て の 国 内 外 の サ ー ビ

ス 提 供 者 に 対 し 、 基 本 的 に 安 全 評 価 及 び 届 出

に 関 す る 問 題 に 遭 遇 す る と 予 想 さ れ る 。 こ の

規 定 は 公 布 さ れ た ば か り で あ る た め 、 中 国 のを 手 動 又 は 技 術 的 手 段 で 監 視 又 は フ ィ ル タ リ

ン グ し た り す る こ れ ら の こ と は 、 サ ー ビ ス 提 供

者 の コ ス ト が 増 加 し た り 、 テ ク ノ ロ ジ ー の 研 究

開 発 が よ り 困 難 に な っ た り す る だ け で な く 、

ユーザーの使用体験にも影響を与える。

『 暫 定 弁 法 』 に 規 定 さ れ て い る 「 世 論 属 性 」

又 は 「 社 会 動 員 能 力 」 を 有 す る 生 成 型 人 工 知

規 定 は 公 布 さ れ た ば か り で あ る た め 、 中 国 の

生成型人工知能技術の開発への影響には、し

ばらく観察時間がかかる。

わ ず か 1 年 半 の 期 間 で 、 人 工 知 能 技 術 に

関 す る 重 要 な 部 門 法 規 で あ る 『 イ ン タ ー ネ ッ ト

情 報 サ ー ビ ス ア ル ゴ リ ズ ム 推 奨 管 理 規 定 』

（ 2 022 年 3 月 1 日 施 行 ） 、 『 イ ン タ ー ネ ッ ト 情 報又 は 社 会 動 員 能 力 」 を 有 す る 成 型 人 知

能 サ ー ビ ス を 提 供 す る に は 、 中 国 の 関 連 規 制

に 従 っ て 安 全 評 価 を 実 施 し 、 且 つ 『 イ ン タ ー

ネ ッ ト 情 報 サ ー ビ ス ア ル ゴ リ ズ ム 推 奨 管 理 規

定』に従ってアルゴリズムの届出及び変更、届

出 取 消 の 手 続 き 、 即 ち 届 出 シ ス テ ム を 履 行 す

る こ と は 、 人 工 知 能 の 参 加 者 に と っ て 注 目 に

（ 年 月 施 行 ） 、 『 イ ン タ ネ ッ 情 報

サ ー ビ ス 高 度 合 成 管 理 規 定 』 （ 20 23 年 1 月 10

日 施 行） 及び こ の 『 暫定 弁 法』 がそ れ ぞ れ の関

係 管 轄 当 局 に よ り 策 定 、 実 施 さ れ た こ と か ら

分 か る よ う に 、 中 国 政 府 は 人 工 知 能 分 野 で の

技 術革新と経 済成長を実 現した いとともに、更

に は そ の 社 会 、 倫 理 、 安 全 へ の 影 響 を 重 視 し 、

値 す る 。 こ こ で 言 及 さ れ て い る 「 世 論 属 性 又 は

社 会 動 員 能 力 」 の 範 囲 は 、 国 家 網 信 辦 が 公 布

し た 「 世 論 属 性 又 は 社 会 動 員 能 力 を 有 す る イ

ン タ ー ネ ッ ト 情 報 サ ー ビ ス の 安 全 評 価 規 定 」 に

明 確 に 規 定 さ れ て お り 、 即 ち 、 フ ォ ー ラ ム 、 ブ

ロ グ 、 マ イ ク ロ ブ ロ グ 、 チ ャ ッ ト ル ー ム 、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ング ル ー プ 公 衆 ア カ ウン ト シ ョ ー

人 工 知 能 技 術 の 推 進 と 関 連 リ ス ク と の バ ラ ン

ス を 取 る よ う に 迅 速 に 対 応 し 、 人 工 知 能 技 術

の 応 用 と 研 究 開 発 を 監 督 す る よ う に 明 確 な 管

理 監 督 の 枠 組 み を 確 立 す る 考 え で あ る 。 こ れ

は 、 進 化 し つ つ あ る 技 術 的 及 び 倫 理 的 課 題 に

対 処 す る よ う に 、 人 工 知 能 の 新 技 術 に 取 り 組

む 中 国 政 府 の 積 極 的 な 姿 勢 を 反 映 し て い るニ ケ シ ョ ング ル プ 、 公 衆 ア カ ウン ト 、 シ ョ

ト ビ デ オ 、 ウ ェ ブ キ ャ ス ト 、 情 報 共 有 、 ミ ニ プ ロ

グ ラ ム な ど の 情 報 サ ー ビ ス 又 は 付 設 さ れ た 対

応 機 能 を 確 立 す る こ と 、 及 び 世 論 表 現 の た め

の チ ャ ン ネ ル を 提 供 し た り 、 社 会 公 衆 を 特 定

の 活 動 に 結 集 す る 能 力 を 有 す る 他 の イ ン タ ー

ネ ッ ト 情 報 サ ー ビ ス を 確 立 す る こ と が 含 ま れ る 。

む 中 国 政 府 の 積 極 的 な 姿 勢 を 反 映 し て い る 。

人 工 知 能 技 術 の さ ら な る 発 展 に 伴 い 、 中 国 政

府 は 、 技 術 の 進 歩 に よ る 新 た な 問 題 に 対 応 す

る た め の 他 の 法 規 を 策 定 す る こ と も 予 想 さ れ

る。

著 者 プ ロ フ ィ ー ル ：

従 っ て 、 サ ー ビ ス 提 供 者 が 提 供 す る 生 成 型 人

工 知 能 技 術 が 上 記 サ ー ビ ス に 関 す る 場 合 、 国

家 の 関 連 規 制 に 従 っ て 安 全 評 価 を 行 う だ け で 、
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王 勇 先 生 は 、 1 9 9 1 年 に 上 海 華 東 師 範 大 学 コ ン ピ ュ ー

タ 科 学 専 攻 を 卒 業 し た 。 1 9 9 4 年 に 中 国 科 学 院 計 算 技 術

研 究 所 で 、 修 士 号 を 、 2 0 0 5 年 に 中 国 人 民 大 学 で 法 学 修
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士 号 を 取 得 し た 。

1 9 9 1 年 か ら 2 0 0 6 年 1 2 月 ま で 、 中 国 特 許 代 理 ( 香 港 )

有 限 会 社 で 電 気 部 の 経 理 を 担 当 し て い た 。 2 0 0 7 年 1 月

か ら 弊 所 に パ ー ト ナ ー と し て 加 入 し た 。

王 勇 先 生 の 業 務 範 囲 は 、 主 に コ ン ピ ュ ー タ ー 、 通 信 技

導 体 装 自 御 気 な術 、 半 導 体 装 置 、 自 動 制 御 、 家 用 電 気 な の 分 野 に に 及

ん で お る 。 特 許 出 願 書 類 の 作 成 、 審 査 指 令 の 応 答 、 再

審 請 求 、 無 効 審 判 、 特 許 行 政 訴 訟 、 権 利 侵 害 訴 訟 、 集

積 回 路 の レ イ ア ウ ト 保 護 、 コ ン ピ ュ ー タ ー ウ ェ ア ー 保 護

な ど の 方 面 に 豊 富 な 経 験 が あ る 。
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典型案例紹介
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北 京 知 識 産 権 法 院 は 、 専
利 権 付 与 ・ 確 認 の 代 表 例
ト ッ プ 1 0 を 発 表

（ 2 0 2 3 年 1 0 月 号 に 続 く ）

2 0 23 年 5 月 30 日 北 京 知 識 産 権 法 院 は 専

権 の 無効審判事件

事件番号：（2021）京73行初5028号

典 型 的 な 意 義 ： 関 係 専 利 で 主 張 さ れ て い る

化 合 物 は 、 現 在 世 界 で 唯 一 の 「 単 回 投 与 」 経

口 抗 イ ン フ ル エ ン ザ 薬 で あ る マ バ ロ キ サ ビ ル2 0 23 年 5 月 30 日 、 北 京 知 識 産 権 法 院 は 、 専

利 権 付 与 ・ 確 認 に 関 す る 代 表 例 ト ッ プ 10 を 発

表しており、以下は事例6～10である。

事 例 六 ： ア ッ プ ル と ク ア ル コ ム の 発 明 専 利 権

の 無 効審判事件

一審事件番号：（2019）京73行初7916号

口 抗 イ ン フ ル エ ン ザ 薬 で あ る マ バ ロ キ サ ビ ル

の プ ロ ド ラ ッ グ に 関 す る 。 本 件 で は 、 医 薬 化 合

物 の 分 野 に お け る 難 点 の 一 つ 、 つ ま り マ ル

ク ー シ ュ 化 合 物 の 請 求 項 が 明 細 書 に 支 持 さ れ

て い る か ど う か に つ い て 検 討 し て い る 。 こ の 判

決 は 、 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 内 容 全 体 、 特

に 効 果 実 施 例 の 分 布 に 基 づ き 、 プ ロ ド ラ ッ グ と

二審事件番号：（2022）最高法知行終314号

典 型 的 な 意 義 ： 本 件 は 「 請 求 項 の 更 な る 限

定」という補正方法の理解に関する。本件では、

専 利 権者は独 立請 求項を含むいくつかの請 求

項を 追加した だ け でなく、 登録 公告され た 請 求

項 及 び 明 細 書 に 記 載 さ れ て い な か っ た 技 術 的

親 化 合 物 と の 一 連 の 関 係 と そ れ ぞ れ の 効 果

実 験 等 を 明 ら か に し 、 明 細 書 か ら 得 ら れ た 技

術 的 効 果 を 正 確 に 評 価 し 、 マ ル ク ー シ ュ の 請

求 項 が 明 細 書 に 支 持 さ れ て い る と 認 定 さ れ た 。

同 時 に 、 判 決 は 、 当 事 者 ら の 主 張 に 対 応 す る

た め に 、マ ル ク ー シ ュ の 請 求 項 と他 の タイ プ の

請 求 項 が 明 細 書 に 支 持 さ れ て い る か ど う か に
特 徴 も 追 加 し 、 新 た な 技 術 案 が も た ら さ れ た と

考 え ら れ 、 そ の 結 果 、 補 正 さ れ た 請 求 項 は 社

会 公 衆 に は 予 見 不 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 補

正 方 法 は 、 元 の 請 求 項 の 保 護 範 囲 を 狭 め る こ

と を 言 い に く い だ け で な く 、 元 の 請 求 項 間 の 階

層 関 係 に も 影 響 を 及 ぼ し 、 明 ら か に 無 効 化 手

続 き に お け る 請 求 項 の 補 正 範 囲 をは る か に 超

請 求 項 が 明 細 書 に 支 持 さ れ て い る か ど う か に

つ い て の 判 断 基 準 に 差 異 は な い と も 指 摘 し た 。

本 件 の 判 断 方 法 は 、 こ の よ う な 事 件 の 裁 判 に

とって重要な参考意義を有する。

事 例 八：モーメンツで 技術情報の公開案

一審事件番号：（2018）京73行初7134号
続 き に お け る 請 求 項 の 補 正 範 囲 をは る か に 超

え て い る 。 判 決 は 、 社 会 公 衆 の 信 頼 利 益 と 専

利 権 者 の 技 術 的 貢 献 と の 間 の バ ラ ン ス を 反 映

し て い る 。 同 時 に 、 本 件 は 国 際 的 に 有 名 な テ

ク ノ ロ ジ ー 企 業 間 の 知 的 財 産 権 紛 争 に 関 し て

お り 、 知 的 財 産 権 保 護 の 強 化 に 対 す る 人 民 法

院 の 姿 勢 と 、 市 場 指 向 で 法 的 且 つ 国 際 的 な ビ

二審事件番号：（2020）最高法知行終422号

典 型 的 な 意 義 ： イ ン タ ー ネ ッ ト の セ ル フ メ デ ィ

ア の 発 展 に 伴 い 、 「 モ ー メ ン ツ や Q Q ス ペ ー ス

等 の 認 証 ア ク セ ス が 必 要 な オ ン ラ イ ン 空 間 が 、

従 来 技 術 / 設 計 の キ ャ リ ア と し て 利 用 で き る

か」という問 題に焦点が当てられるケースが増

ジ ネ ス 環 境 の 構 築 に 向 け た 努 力 を 示 す も の で

もある。

事 例 七：マ バロキサビル前駆体化合物の専利
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え て い る 。 上 記 ソ ー シ ャ ル プ ラ ッ ト フ ォ ー ム は

公 開 性 と 秘 密 性 を 兼 ね 備 え 、 こ こ で 記 載 さ れ

た内容が専 利法の意味上の従来技術/設計に

該当するかどうかについては、審査及び司法



典型案例紹介
2 0 2 3 年 1 2 月 | 季 刊

実 務 に お い て か な り の 意 見 の 相 違 が 存 在 す る 。

本 件では、QQ ス ペ ー スが 公開性と機 密性と い

う 二 重 の 特 徴 を 兼 ね 備 え 、 QQ ス ペ ー ス の フ ォ

ト ア ル バ ム の 内 容 が 従 来 設 計 に 該 当 す る か ど

う か は一概には言えないが、Q Qス ペ ースの主

な用途 ピクチ の ア プ ロ ド 時間 ピクチ

を有する。

事 例 十 ： 光 学 細 胞 と フ ァ ー ウ ェ イ の 発 明 専 利

権 の 無効審判事件

事件番号：（2019）京73行初10816号

がな用途、ピクチャの アップ ロ ー ド 時間、ピクチャ

の 公 開 状 況 等 の 要 素 を 総 合 的 に 考 慮 し 、 公 衆

が 関 連 情 報 を 入 手 で き る か ど う か 、 及 び こ の

情 報 が 公 知 の 状 態 に な っ た 時 間 を 判 断 す る 必

要 が あ る と 考 え ら れ る 。 本 件 は 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト 環 境 に お け る 従 来 技 術 / 設 計 を 認 識 す る た

めの判断ルールを提供する。

典 型 的 な 意 義 ： 本 件 で は 、 専 利 権 者 が 主 張 す

る 解 決 さ れ る 実 際 の 技 術 的 課 題 は 、 被 告 決 定

で 認 定 さ れ た 「 PDCP ス テ ー タ ス レ ポ ー ト の 特

定 の 形 式 を 如 何 に 設 定 す る か 」 で は な く 、

「 PDCP サ ー ビ ス デ ー タ ユ ニ ッ ト の 受 信 ス テ ー

タ ス を 報 告 す る 際 の 無 線 リ ソ ー ス の 効 率 を 如

何 に 改 善 す る か 」 で あ る 。 判 決 は 、 技 術 的 効判断 を提供す 。

事 例 九： 国際 繊 維 グ ル ー プ の 発 明専 利 権の 無

効 審 判事件

事件番号：（2018）京73行初3826号

典 型 的 な 意 義 ： 本 件 で は 、 裁 判 所 は 、 織 物 の

糸 種 、 繊 度 、 織 密 度 、 織 組 織 、 フ ィラ メ ン ト 糸 と

何 に 改 善 す る か 」 で あ る 。 判 決 は 、 技 術 的 効

果 に 異 な る レ ベ ル が 含 ま れ る 場 合 、 す べ て の

レベルの技 術的効果が実際に解決される技術

的 課 題 と し て 認 定 さ れ る べ き で は な い と し た 。

ど の レ ベ ル の 技 術 的 効 果 を 「 実 際 に 解 決 さ れ

る 」 技 術 的 課 題 と し て 認 定 す る 必 要 が あ る か

は 、 ど の 課 題 が 最 も 近 い 従 来 技 術 に お い て

チ ョ ッ プ ト フ ァ イ バ ー 糸 と の 割 合 等 の 複 数 の 要

因 の 重 ね 合 わ せ の 、 柔 ら か さ 及 び 強 度 の 性 能

と い う 二 つ の 技 術 的 効 果 に 対 す る 影 響 を 分 析

し 、 関 係 専 利 の ど ち ら か 一 つ の 技 術 的 効 果 が

当 業 者 に と っ て 予 期 せ ぬ 程 度 ま で 達 し た 限 り 、

予 期 せ ぬ 技 術 的 効 果 を 達 成 し た と 考 え ら れ る

と 認 定 さ れ た し か し 本 件 で は 「 予 期 せ ぬ

「 解 決 す べ き 」 課 題 で あ る か に よ っ て 決 ま る 。

本 件 に つ い て 、 効 率 の 「 向 上 」 の 問 題 は 、 異 な

る 形 式 の 受 信 ス テ ー タ ス レ ポ ー ト が 存 在 し 、 そ

れ を 比 較 で き る 場 合 に の み 関 す る が 、 引 用 文

献 に は 受 信 ス テ ー タ ス レ ポ ー ト の 何 れ か の 形

式 が 開 示 さ れ て い な い た め 、 引 用 文 献 が 解 決

す べ き 技 術 的 課 題 は 効 率 を 「 ど う 向 上 す ると 認 定 さ れ た 。 し か し 、 本 件 で は 、 「 予 期 せ ぬ

技 術 的 効 果 」 だ け を 進 歩 性 の 判 断 に お け る 考

慮 事 項 と す る の で は な く 、 関 係 専 利 の 技 術 案

の 非 自 明 性 を 判 断 し 、 そ れ を 補 足 的 な 考 慮 事

項 と し 、 そ れ に よ っ て 進 歩 性 の 判 断 に お け る

裁 判 官 の 内 的 検 証 を 深 め た 。 本 件 は 、 専 利 権

付 与 ・ 確 認 の 司 法 実 務 に お い て 、 「 予 期 せ ぬ

す べ き 技 術 的 課 題 は 、 効 率 を 「 ど う 向 上 す る

か 」 と い う こ と に 関 せ ず 、 依 然 と してス テ ー タ ス

レ ポ ー ト の 形 式 を 「 ど う 設 定 す る か 」 と い う 段

階 に あ る 。 本 件 は 、 進 歩 性 の 判 断 に お い て 実

際 に 解 決 さ れ る 技 術 的 課 題 を 正 確 に 認 定 す る

ことに対し、規範的意義を有する。

情 報 ソ ー ス ： 北 京 知 識 産 権 法 院

技 術 的 効 果 」 の 達 成 に 基 づ く 進 歩 性 の 主 張 が

裁 判 所 に よ っ て 支 持 さ れ る 数 少 な い 事 件 の 一

つ で あ り 、 典 型 的 で あ り 、 技 術 的 効 果 に よ っ て

進歩性を強調する専利にとって重要な参考価
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情 報 ソ ー ス ： 北 京 知 識 産 権 法 院
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商 標 モ ニ タ リ ン グ に 何 の メ
リ ッ ト が あ る か ？

商 標 モ ニ タ リ ン グ と は 、 商 標 権 利 者 が 自 己

の 登 録 商 標と 同 一又 は類 似 の 商 標を、 常 時検

索 に よ り ネッ ト ワ ー ク 又は 市 場で 収集 して 分 析索 に よ り ネッ ト ワ ク 又は 市 場で 収集 して 分 析

す る 行 為 で あ る 。 事 実 上 有 効 な 商 標 モ ニ タ リ

ン グ 行 為 は 、 企 業 が 市 場 リ ス ク に 対 処 す る の

に役立つことができる。

事 実 上 有 効 な 商 標 モ ニ タ リ ン グ は 、 権 利 者

に は 数 多 く の メ リ ッ ト が あ る 。 一 つ 目 は 、 権 利

者 が そ の 登 録 商 標 の 構 成 に 類 似 し て 消 費 者者 が 、 そ の 登 録 商 標 の 構 成 に 類 似 し て 消 費 者

の 混 乱 を 招 き や す い 商 標 に 対 し 、 即 時 に 異 議 、

無 効 宣 告 又 は 行 政 調 査 等 を 提 起 し て 商 標 権

侵 害 行 動 を 打 撃 し 、 あ ら ゆ る 潜 在 的 な 混 乱 の

可 能性を排除し、 他人が 有名 ブラ ンドを 模倣し

て 自 社 ブ ラ ン ド の 信 用 を 薄 め る こ と を 防 ぐ こ と

が で き る 。 二 つ 目 は 、 権 利 者 は 、 業 界 競 争 相

手の営業動態及びブラ ンドのレイアウトを側面

か ら 理 解し、 自 分 の 戦略 計 画 と ブ ラ ン ド 策 略 を

即時に調整することができる。三つ目は、権利

者 は 、 商 標 モ ニ タ リ ン グ で 不 備 を 確 認 し 、 自 己

の 商 標 動 態 を 把 握 す る こ と が で き 、 一 旦 商 標

が 却 下 さ れ 、 異 議 を 受け 、 無 効 に さ れ 又 は 「 撤

を 求 さ れ 常 状 が あ 合 速三 」 を 要 求 さ れ た 異 常 状 況 が あ る 場 合 、 迅 速

に 対 応 し 、 自 己 の 商 標 の 専 用 権 を 保 護 す る こ

とができる。

要 す る に 、 商 標 モ ニ タ リ ン グ は 、 権 利 者 が 商

標 権 利 を 維 持 す る 有 効 な 手 段 の 1 つ で あ る 。

事 実 上 有 効 な 商 標 モ ニ タ リ ン グ は 、 企 業 の 発

展 を 阻 害 す る 不 正 な 商 標 ひ た く り の 行 為 を展 を 阻 害 す る 不 正 な 商 標 ひ っ た く り の 行 為 を

即 時 に 抑 止 す る だ け で な く 、 商 標 の 権 利 擁 護

に 対 す る 企 業 の コ ス ト を 節 約 す る の に 役 立 つ

ことができる。
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当社ニュース

蘇 暁 麗 弁 理 士 の パ ー ト ナ ー
へ の 昇 進 お め で と う ご ざ い
ま す

同 社 の パ ー ト ナ ー で あ る 王 勇 弁 理 士 と 王 博

弁 理 士 の 推 薦 に よ り 、 同 社 の パ ー ト ナ ー 会 議

上 げ る と と も に 、 彼 女 が 今 後 の 生 活 と 仕 事 に

お い て 邁 進 し 、 大 き な 成 果 を 収 め続 け る こ と を

願います。

は 検 討 、 答 弁 の 結 果 、 蘇 暁 麗 博 士 の パ ー ト

ナーへの昇進を決定した。

蘇 暁 麗 博 士 は 、 2 00 3 年 に 山 東 師 範 大 学 か

ら 卒 業 し て 工 学 学 士 号 を 取 得 し 、 同 年 、 中 国ら 卒 業 し て 学 学 士 号 を 取 得 し 、 同 年 、 中 国

科 学 院 計 算 技 術 研 究 所 に 入 学 し て 博 士 号 取

得 を 目 指 し た 。 2010 年 に 卒 業 後 、 北 京 泛 華 偉

業知識産権代理有限公司に入社した。

蘇 暁 麗 博 士 は 、 長 年 に わ た り 、 コ ン ピ ュ ー タ 、

通 信 、 人 工 知 能 等 の 分 野 で 、 当 社 の 主 要 顧 客

の 専 利 出 願 書 類 の 作 成 と 権 利 付 与 、 再 審 査 と専 願 類 、 審

侵 害 分 析 、 検 索 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ 及 び 法 的

訴訟業務に携わってきた。

ここで蘇暁麗博士に心からのお祝いを申し
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